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Abstract
Two adult females of Argulus japonicus Thiele, 

1900 were previously reported from a rosy bitterling 
Rhodeus ocellatus (Kner, 1866) (Cypriniformes: 
Cyprinidae: Acheilognathinae) in Kumamoto City, 
Kyushu, western Japan, but no morphological 
information was given. In this study, the two females 
are re-examined for their morphology. They are 
identical to the descriptions of A. japonicus from Japan 
and characterized by a single plumose seta on the 
posterior margin of the coxa of the first leg and 50–52 
supporting rods per first maxilla. These characters can be 
used to distinguish A. japonicus from a morphologically 
similar congeneric species Argulus coregoni Thorell, 
1864, which is known to infect various freshwater 
fishes including bitterlings in Japan.

はじめに
チョウ Argulus japonicus Thiele, 1900は，節足

動物のエラオ亜綱チョウ目に属するチョウ科チョ

ウ属の 1種で，主にコイ目魚類の体表に寄生する

（長澤，2009; Nagasawa, 2011, 2017; Nagasawa and 

Sato, 2014; Nagasawa et al., 2018, 2021, 2023）．

本論文の第 2・3筆者は，先に，チョウの寄生

を熊本市産バラタナゴ類 Rhodeus ocellatus (Kner, 

1866)（本学名については「材料と方法」を参照）

に認めた際，同定の根拠となるチョウの形態学的

特徴を示さなかった（Yamauchi and Shimizu, 

2013）．日本産野生淡水魚に寄生するチョウ属エ

ラオ類には 3種が知られ，それらはチョウのほか

に，チョウモドキ Argulus coregoni Thorell, 1894

とモウコチョウ Argulus mongolianus Tokioka, 1939

である（長澤，2009; Nagasawa, 2011; Nagasawa et 

al., 2022a; Nagasawa and Okamoto, 2023）．このう

ち，チョウとチョウモドキの形態はよく似ており

（Tokioka, 1936; Yamaguti, 1937；時岡，1965），両

者の識別には生物顕微鏡を用いた形態の精査が必

要である．また，チョウモドキはサケ目魚類（サ

ケ科とアユ科）への寄生が多いものの（長澤，

2009; Nagasawa, 2011; Nagasawa et al., 2022b），上

記のバラタナゴ類が含まれるコイ目コイ科タナゴ

亜科魚類にも寄生する（Tokioka, 1936；長澤・谷口，

2021）．このため，タナゴ亜科魚類から採取され

たチョウ属標本を同定する際には細心の注意が必

要である．さらに，近年，チョウモドキが熊本県

にも分布することが報告された（Nagasawa et al., 

2019）．

筆者らは，こうした背景に基づき，先に熊本

市産バラタナゴ類に寄生していたチョウに関し

て，形態が類似するチョウモドキとの異同を明確

にする必要があると考え，チョウ標本の観察を

行った．その結果をここに報告する．

材料と方法
2001年 11月 7日，熊本市画図町下無田の田園

地帯を流れる灌漑用水路（32º45′N, 130º44′E）で

熊本市産バラタナゴ類に寄生していたチョウ
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モンドリを用いて，約 20尾のバラタナゴ類を捕

獲した（Yamauchi and Shimizu, 2013）．その際，1

尾の体表にチョウの寄生を認めたので，予め用意

していた薄型水槽にこの魚を入れて写真撮影した

後，チョウとともに 70%エタノール液で固定し

た．今回，このチョウ標本を静岡市にある水族寄

生虫研究室で，実体顕微鏡（Olympus SZX10）と

生物顕微鏡（Olympus BX51）を用いて観察した．

まず，各標本の全長（背甲前端から腹部後端まで

の長さ），背甲長（背甲前端から側葉後端までの

長さ），体幅（背甲最大幅）を測定後，体各部を

観察した．また，チョウ標本 1個体をラクトフェ

ノール液で透徹し，木製スライド法（Humes and 

Gooding, 1964; Benz and Otting, 1996）を用いて，

第 1胸肢底節後縁の羽状剛毛数と第 1小顎吸盤縁

部の支条数を数えるとともに，生物顕微鏡に取り

つけた描画装置を用いて第 1胸肢底節を線画し

た．チョウ標本は，宿主とともに，熊本市にある

熊本博物館に収蔵されている（KCM 08-000048）．

本論文で述べるチョウの形態用語は長澤・谷

口（2021）に従う．また，本論文では Yamauchi 

and Shimizu (2013)に従って，チョウが寄生して

いた宿主の学名を Rhodeus ocellatusと記述する．

この宿主はタイリクバラタナゴ R. o. ocellatus 

Fig. 1. Argulus japonicus (arrowhead) infecting the body surface near the pectoral fin of a rosy bitterling Rhodeus ocellatus (26.7 mm 
standard length) collected in an irrigation canal, Kumamoto City, Kyushu, western Japan, on 7 November 2001. Another individual of A. 
japonicus is not seen because it was attached on the back body side of the fish. Fresh specimen. Scale bar: 10 mm.

Fig. 2. Argulus japonicus, ovigerous female (5.8 mm total length), KCM 08-000048, collected from a rosy bitterling Rhodeus ocellatus in 
an irrigation canal, Kumamoto City, Kyushu, western Japan, on 7 November 2001. The specimen of A. japonicus was preserved in 70% 
ethanol on the same day and photographed on 5 March 2024. A, habitus, dorsal view; B, habitus, ventral view; C, coxa (with a single 
plumose seta) of first leg, ventral view. The coxa of the specimen of A. japonicus soaked in lactophenol was illustrated using a drawing 
tube attached to a biological microscope based on the wooden slide procedure. Scale bars: A, B, 2 mm; C, 0.2 mm.
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(Kner, 1866)とニッポンバラタナゴ R. o. kurumeus 

Jordan and Thompson, 1914との自然交雑魚の可能

性が高いと考えられている（Yamauchi and 

Shimizu, 2013）．

結果と考察
寄生状況　2個体のチョウが，捕獲したバラタ

ナゴ類約 20尾の 1尾（標準体長 26.7 mm）に寄
生していた（寄生率は約 5%）．チョウは 1個体
ずつ，宿主の各体側の胸鰭付近に体を前方に向け
ていた（Fig. 1）．
形態（Fig. 2）　標本は抱卵雌 2個体から成り，

全長は 5.8–6.0 mm，背甲長は 4.1–4.4 mm（全長
の 68.3–75.9%）， 体 幅 は 3.8–4.0 mm（ 全 長 の
63.3–69.0%）．
形態学的特徴：体は背腹方向に扁平；背甲は

ほぼ円形，浅く湾入した前側縁を有し，後部は 1

対の側葉となる；背甲前域に 1対の複眼，その後
方に 1個のノープリウス眼を有する；背甲側葉は
第 1–3胸肢底節・基節と第 4胸肢の一部を覆う；
背甲腹面の前部から各 1対の第 1触角，第 2触角，
第 1小顎，第 2小顎を具える；第 1小顎近くの正
中線上に前口鞘を有し，口管が続く；背甲の各側
葉に前後 1 対の呼吸区域を有する；胸部は 4節で，
各節側面に胸肢を具える；腹部は左右の腹葉に分
かれ，各腹葉の後端は円い．
第 1胸肢底節後縁の羽状剛毛数は左右ともに

各 1本（Fig. 2C）であり，第 1小顎吸盤縁部の支
条数は 50–52本．

70%エタノール液中のチョウはほぼ白色，複
眼とノープリウス眼は黒色，呼吸区域の輪郭は薄
黒色．胸部背腹両面は薄黄色，背甲側葉背面と胸
部背面に茶褐色の斑点が存在する（標本は 2001

年 11月 7日に 70%エタノール液で固定され，
2024年 3月 5日に観察と写真撮影が行われた）．
備考　今回，熊本市産バラタナゴ類から採取

されチョウと報告された 2個体の標本を観察した
ところ，上記の形態学的特徴を有していた．これ
は，わが国で過去に報告されたチョウの形態
（Tokioka, 1936; Yamaguti, 1937; Nagasawa, 2021；
長澤，2023a）と一致しており，観察標本がチョ

ウであることを確認した．
本論文のはじめで述べたように，チョウとチョ

ウモドキの形態は酷似するため，両種を正確に同
定するには信頼できる分類形質を生物顕微鏡で精
査することが必要である．この点に関して，長澤・
谷口（2021）はタナゴ亜科魚類のアブラボテ
Tanakia limbata (Temminck and Schlegel, 1846)から
得たチョウモドキの形態を再記載した際，第 1小
顎吸盤縁部の支条数と第 1胸肢底節後縁の羽状剛
毛数によって，チョウと識別できると述べた．こ
のことはその後の研究でも確認された［チョウで
は Nagasawa (2021)，長澤（2023a），長澤ほか
（2023a），Nagasawa et al. (2024)；チョウモドキで
は長澤・森川（2022），長澤ほか（2023b），長澤
（2023b），長澤・佐藤（2023）］．その数値を具体
的に記せば，第 1小顎吸盤縁部の支条数はチョウ
で 40–52本，チョウモドキで 60本以上，第 1胸
肢底節後縁の剛毛数はチョウで常に 1本，チョウ
モドキで 4本以上である．今回観察を行った熊本
市産標本における支条数は 50–52本，剛毛数は 1

本であり，上記のチョウの値と一致する．また，
最近作成された日本淡水産チョウ属エラオ類の検
索表（Nagasawa et al., 2022a; Nagasawa, 2023a）に
従えば，第 1胸肢底節後縁の羽状剛毛数の違いに
よって，チョウとチョウモドキを明確に区別でき
るという．いずれにしても，淡水魚からチョウ属
エラオ類を採取した際には，チョウかチョウモド
キのいずれかである可能性が高いため，まず第 1

胸肢底節後縁の羽状剛毛数を数え，可能ならば第
1小顎吸盤縁部の支条数も数えて，正確な種同定
を行うことが肝要である．
今回観察したチョウは，熊本市画図町下無田

の田園地帯にある灌漑用水路で捕獲したバラタナ
ゴ類から採取した（Yamauchi and Shimizu, 2013）．
この水路は，緑川水系の加勢川に注ぐ木部川（無
田川と記されることもある）と繋がっており，加
勢川はバラタナゴ類の採集地近くで江津湖を形成
する．この湖では，近年，17科 46種の魚類が確
認され，極めて豊かな魚類相を有している（清水，
2017）．また，前報（Nagasawa, 2023b; Nagasawa 

et al., 2023）で記したように，チョウは流れのほ
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とんどない水域に生息している．そこで，今後，
江津湖や灌漑用水路を含む周辺水域で多くの魚種
を捕獲して，チョウの宿主利用に関する知見を得
るともに，チョウの生息場所としてのそれら水域
を評価することが望まれる．
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